
活動内容と成果
花や緑と看板で、環境美化強化地域であると内外へ
認知された。
地域行政と住民の協働でごみの分別処理が促進された。
●花339本、緑1,000本、木30本
●縦2mx横5mの花壇が二つ　合計20㎡
●道路や河川に目視できるごみがなくなった
●�周辺住民がごみ拾いに参加し、約1.3倍の人数で活
動できた（平均約40人）。幼稚園や青少年グルー
プ、地域行政も参加。全40回延べ約1,600人以上
が活動
●�3Rが促進され最終処分場への廃棄物総量74%削
減。定期的なごみ回収、各家庭の堆肥処理による効
果

活動内容と成果
●�祇園祭で、プラスチックごみ削減のために給水ス
ポットを2か所設置し、2日間で1,778人が利用し
た。また、露店以外の地域店舗でリユース食器利用
の働きかけやヒアリングを行い、12店舗が協力し
た
●�祇園祭で出されたごみの組成調査などを行い、そ
の情報などをもとに地域住民や関係者らと学習会
を4回開催し、解決に向けた話し合いを行った。さ
らに広げるためのシンポジウムも開催し、56人が
参加した
●�この活動を継続するため、大学生リーダーの研修
を行い、大学生47人が祇園祭ごみゼロ大作戦の運
営に携わった

課　題
地域のごみ回収がされず、地域内の道や川ひいては
沿岸部へ、ごみが投げ捨てられる状態を解決したい。

目　標
●�事業地域が環境美化強化地域であると内外の人々
に認知されること
●�地域行政と地域住民の協働でごみの分別処理が行
われること

課　題
地域や文化の持続可能性を考える上で、観光地にお
ける環境負荷やプラスチックごみの削減など、京都
の祇園祭ごみゼロ大作戦で明らかになった課題に取
り組む。

目　標
祇園祭におけるプラスチックごみが発生しにくい仕
組みづくりを通じて、地域住民と観光客とがともに
環境と文化の持続性向上につながるような行動がと
れるようになる。

（特非）　ハロハロ

（公財）　京都市環境保全活動推進協会

フィリピン・セブにおける花を活用した住民
主体の地域清掃活動とごみ分別処理を促進

プラスチックごみ削減活動を通じた住民と
観光客の持続可能な共存

コミュニティガーデンができました

祇園祭での給水スポット

月例の地域清掃活動

シンポジウムの様子

実　践

はじめる助成

1年目

実　践

ひろげる助成

1年目

ごみ拾い活動参加者
の延べ人数 1,600 人

給水スポット利用者 1,778 人

ごみの回収総量の削減 74 ％

シンポジウム参加者数 56 人

今年度計画の達成度 95 ％

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 95 ％

目標達成度 30 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
村役場、市役所、廃棄物処理委託企
業との協働関係の構築。予期せぬ洪
水などの自然災害により低い植樹生
存率。

■工夫した点
日本人も現場スタッフも何度も村や
市に足を運び良好な関係構築に努め
た。地域住民グループとも毎週情報
共有し意欲向上に努めた。

■苦労した点
祇園祭は関係者が多く、当日までの
調整に苦労した。

■工夫した点
祇園祭ごみゼロ大作戦、祇園祭山鉾
連合会、京都市などとの連携を重視
した。

周辺住民だけでなく、教育機関や行政も巻き込み、地域の生活に密着した3Rが促
進される持続可能な活動基盤ができた。市内の環境推進モデルとして他地域への
活動普及が期待されている。

祇園祭山鉾連合会など地域の住民や店舗と連携し、プラスチックごみ削減に向け
た仕組みづくりを目指す。また、全国への発信として、各地の祭りにおけるごみ削
減策について情報共有を図る予定である。
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